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　熊本県の八代平野は東側を日奈久断層、西側を八代海に挟まれた平野である。また、宇土半島及び雁回山が

熊本平野と八代平野の境界をなしている。八代平野の基盤は領家帯（肥後帯、竜峰山帯）や黒瀬川帯であ

り、その上を白亜系正常堆積物（姫浦層群、御船層群など）や段丘堆積物、火砕流堆積物、沖積層などが

覆っていると考えられている（例えば、長谷・他, 2008）。また、平野の約3分の2は慶長から昭和にかけての

約360年間に八代海の干拓事業により造成された土地である。 

 

　「平成28年熊本地震を踏まえた総合的な活断層調査」サブテーマ3では、日奈久断層帯日奈久区間や布田川

断層帯宇土区間などが活動した場合の強震動予測の高精度化を目指し、八代平野の地下速度構造モデル高度化

のための調査研究を進めている。本調査研究の一環として、八代平野内の多地点で微動アレイ探査を実施し

た。 

 

　本観測は2017年8月25～29日に八代平野内22地点において実施した。また、2017年11月20～22日に平野

内の追加1地点を含む補充観測を実施した。計23地点においてアレイ半径494～642mの大アレイから半径数

mの小アレイまで、5～6通りのアレイ半径の微動アレイ観測を実施した。これらのアレイは約3～4 km間隔で

八代平野内にほぼ均等に配置した。さらに、2017年2月に既存震度計観測点で実施した微動アレイ観測の

データも含めて、八代平野及び周辺の八代市、氷川町、宇城市、美里町計33地点における微動アレイ観測

データを解析した。地震計は、東京測振SE-321（5V/(cm/s)）または東京測振VSE-15D6（10V/(cm/s)）を主

に用い、一部の小アレイでは旧アカシSMAR-6A3P（1.1V/G＋アンプ倍率5000倍）を使用した。GPS信号に

よる時刻同期を行い、白山工業LS-8800またはLS-7000XTで連続収録した。個々の微動アレイ観測での4点ア

レイまたは7点アレイでの使用機器は統一されている。 

 

　観測微動記録から微動が定常であると考えられる区間を抽出し、上下動成分に空間自己相関法

（SPAC法）を適用し、位相速度の分散曲線を得た。区間長はアレイ半径、ノイズ状況などを踏ま

え、10.24～81.92秒の範囲内で個別に設定した。観測点毎に異なるが、概ね0.3～0.4 Hz以上の範囲で位相速

度を推定することができた。表層の埋め立て地盤や沖積層のS波速度に対応すると考えられる高周波数域（約5

Hz以上）の位相速度は干拓地内及び球磨川沿いの多くの地点では約90～130 m/sと推定された。ただし、干拓

地内でも郡築地区は145～160 m/sとやや速いなど、空間的な違いも見られた。八代城下、鏡、松橋など自然

地盤の市街地では、約1 Hz以上の帯域で干拓地よりも相対的に位相速度が速く、高周波数側でも150

m/s～210 m/sの値が得られた。多くの地点において、低周波数側では2～3 km程度の位相速度が得られてお

り、基盤から表層までの情報を有する分散曲線を得ることができていると考えている。 

 

　既存の3次元速度構造モデルによるRayleigh波基本モードの理論分散曲線と比較したところ、J-SHIS V2（藤
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原・他, 2012）では位相速度が過大評価で観測分散曲線の特徴を説明できない。JIVSM（Koketsu et al.,
2012）による理論分散曲線は観測分散曲線に近い地点が多く見られた。今後、本発表で紹介した微動アレイ

観測のデータや、同プロジェクトで実施されている人工地震探査（宇城測線、八代測線）の成果などを統合

し、対象地域の三次元速度構造モデルの構築が進められる予定である。 
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